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めいわ

■発行日　平成１８年５月１０日

役場庁舎内業務を毎週月曜日２時間延長（１９時１５分まで）

町の人口と世帯（５月１日現在）

　　　　　総人口　　１１，６５７人    （＋ １７）
　　　　　　男　　　　５，８３４人　 （＋ １７）

　　　　　　女　　　　５，８２３人　 （      0）

　　　　　世帯数　　　３，６３５世帯 （＋25)

　　　　　　　※（　）内の数字は前月比

入園おめでとう

　４月１０日、保育園と幼稚園を統合した「こ

ども園」で入園式が行われ、会場は新入園児

たちの元気な声であふれていました。

広報

環境都市宣言のまち　ISO１４００１認証取得 No, ９２
2006(平成１８）年

５

　平成１７年度下半期財政状況ほか
●Pick Up Meiwa　　　　　　　　　 P２～P５

● ZOOM UP人　　　　　　　　　 P６
　堀口明子・木村美咲

●町政INFORMATION　　　　　　　　　

●TOPICS

●みんなの広場

●健康・福祉
　健康な歯で食生活を楽しもう　　　　　　
●まなびの掲示板
●くらしの情報

　

P７

P８～P９

P１０～P１３

P１４～P１５

P１６～P１７
P１８～P２１

　幼保一元化施設「こども園」入園式ほか　　　　

　東小学校入学式・タクシーで防犯に協力ほか　　　

　町への手紙　　　　　　　

　固定資産評価替え・児童手当の拡大ほか　 この数値は住民基本台帳統計とは異なります。



（２）

町
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

　
町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

の
か
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
平
成
　
年
度
下
半
期
（
平
成
　
年
３
月
　
日
現
在
）
の

１７

１８

３１

予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
出
納
整
理
期
間
が
５
月
　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
決
算
額
と
異
な
り
ま
す
。

３１

一般会計予算の概況

（平成１８年３月３１日）現在

（平成１８年３月３１日）現在

平成１７年度

下半期



Pick Up Meiwa

（３）広報めいわ　平成１８年５月１０日

平成１８年３月３１日現在

歳　　　　　出歳　　　　　入

予　算　現　額

　　　　　　

　　　　　　

　 支出割合支　出　済　額収入割合収　入　済　額

９０.５％７億１,７８６万６千円９４.５％７億４,９１２万２千円 　  ７億９,３００万円老 人 保 健

９２.２％８億６,６２２万８千円９４.９％      ８億９,１１３万円９億３,９４５万８千円国 民 健 康 保 険

８３.０％５億３０５万６千円９１.４％５億５,３９５万１千円         ６億５８９万円介 護 保 険

７２.９％５億７,６０８万９千円５５.３％４億３,６９４万２千円７億９,００６万３千円下 水 道 事 業

特別会計予算の概況

住民税等の負担状況

水道事業会計予算の概況

予算に対する
執行率

収入・支出済額予　　算　　額区　　　分

１０１.１％２億４,７２０万４千円２億４,４６６万９千円収入
収益的収支

９４.２％２億７,３０１万円２億８,９７７万７千円支出

１００.０％３,６０２千円３,６０２万円収入
資本的収支

８９.６％１億５,８９８万３千円１億７,７３９万６千円支出

帳簿価格区　　　　分

５,６４１万８,１６３円土 地

１億５,９９６万７,３１６円建 物

１７億１,６１０万６,３６４円構 築 物

２億５,３２６万１８５円機 械 お よ び 装 置

１７万３３０円車両および運搬具

１０２万７,３１４円工具器具および備品

２９０万円建 設 仮 勘 定

２１億８,９８４万９,６７２円合　　　　　計

固定資産の状況

借入資本金の状況

７億８,８５４万２,１２７円企業債現在高

国 民 健 康 保 険 税区　　　　分

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

固 定 資 産 税町　　民　　税区　　　　分
一

　

般

　

会

　

計

　

３億６,６５８万９千円課 税 額 Ａ
 ３億７,５９５万８千円

１１億１,８７０万７千円

３億９,９２２万３千円
９億９７万１千円

課 税 額 Ａ

４,４０８人人 数 Ｂ１万１,６５１人人 口 Ｂ

８万３,１６４円対人数割Ａ／Ｂ３万２,２６８円３万４,２６５円対人口割Ａ／Ｂ

１,９８７戸戸 数 Ｃ３,６１０戸戸 数 Ｃ

１８万４,４９４円対戸数割Ａ／Ｃ１０万４,１４３円１１万５８８円対戸数割Ａ／Ｃ

給水人口　１１,６１０人　給水栓数　４,０９４栓　普及率　99.65％

※資本的収支において不足する１億２,２９６万３千円は、過年度分損益勘定留保資金

８,０４３万７千円、建設改良積立金２,４００万円、減債積立金１,４００万円、および当

年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額４５２万６千円で補てんしました。

平成１８年３月３１日現在

※課税額の２段書上段は
　個人分のみ

　町には、猿老人保健事業猿国民

健康保険事業猿介護保険事業猿下

水道事業の特別会計事業および猿

水道事業会計があります。それぞ

れの収入支出にかかる予算額下半

期の状況は次のとおりです。

老 人 保 健

上水・下水道事業介 護 保 険国 民 健 康 保 険

区　分

会計別

平成１８年３月３１日現在

平成１８年３月３１日現在

平成１８年３月３１日現在
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（４）

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま

し
た

　
平
成
　
年
度
に
始
ま
っ
た
介
護

１２

保
険
制
度
は
、
開
始
５
年
後
に
行

わ
れ
る
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

　
年
度
か
ら
新
し
い
枠
組
み
で
再

１８ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
見
直
し
の
特
徴
は
「
介

護
予
防
」「
自
立
支
援
」
の
強
化
で

す
。
介
護
予
防
と
は
、
で
き
る
限

り
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
、
た
と
え
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪

化
し
な
い
よ
う
に
す
る
取
り
組
み

で
す
。

　
地
域
に
お
い
て
要
支
援
・
要
介

護
状
態
に
な
る
前
か
ら
の
介
護
予

防
を
推
進
し
、
包
括
的
・
継
続
的

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
強
化
す

る
観
点
か
ら
、
市
町
村
が
実
施
す

る
「
地
域
支
援
事
業
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

こ
ん
な
所

　
高
齢
期
を
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

は
、
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
が

身
近
で
便
利
に
利
用
で
き
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
場
所
の
あ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。 
 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

市
町
村
が
主
体
と
な
り
、
高
齢
者

の
健
康
の
維
持
、
生
活
の
安
定
や

保
健
・
医
療
の
向
上
、
福
祉
の
増

進
を
包
括
的
に
行
う
地
域
の
中
核

拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
保
健
師
、
社
会
福

祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
な

ど
の
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と

な
っ
て
、
高
齢
者
の
身
近
な
相
談

窓
口
と
し
て
、
介
護
予
防
に
関
す

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す

る
総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
か
た
で
、

介
護
な
ど
で
お
困
り
の
と
き
に
は
、

お
気
軽
に
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
は
？

　「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
す
る
」
を
基
本
と
し
て
、
そ
の

人
ら
し
い
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、

目
標
・
計
画
を
立
て
て
い
く
支
援

で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

高
齢
者
の
心
身
の
状
態
や
生
活
環

境
な
ど
を
把
握
し
、
本
人
が
ど
の

よ
う
な
生
活
を
望
む
の
か
を
聞
き
、

効
果
的
な
支
援
計
画
を
作
成
し
ま

す
。
一
定
期
間
経
過
後
に
最
初
の

目
標
の
達
成
状
況
を
評
価
し
、
計

画
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

保
健
福
祉
課
内
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

地域包括支援
　センターがスタート

～明るく生きがいをもって

　生活できるよう支えます～

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１
要支援２

要支援１

非該当

閣

閣
地域包括センター担当

平成１７年度 平成１８年４月から

要介護状態区分の変更

地域包括支援センターのサービス図（　　　色部）

閣

　　



Pick Up Meiwa

（５）広報めいわ　平成１８年５月１０日

町
の
国
民
健
康
保
険
の
現
状

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る

国
保
税
と
、
国
等
か
ら
の
助
成
金

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
町
に
お
け
る
国
保
財
政
は
、

年
々
増
加
す
る
療
養
給
付
費
等
に

対
し
、
そ
の
財
源
と
な
る
国
保
税

は
平
成
　
年
度
か
ら
据
え
置
き
で

１２

大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
　
年
度
末
に
は
５
６
２

１４

５
万
１
千
円
あ
っ
た
基
金
を
取
り

 崩
 し
て
今
ま
で
維
持
し
て
き
ま
し

く

ずた
が
、
そ
の
基
金
も
残
り
　
万
９

２５

千
円
と
い
う
状
況
で
す
。

　
保
険
給
付
費
等
が
増
加
し
た
主

な
原
因
に
は
、
次
の
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

①
一
人
で
複
数
の
医
療
機
関
を
か

け
も
ち
受
診
す
る
こ
と
に
よ
る

医
療
費
の
高
額
化

②
前
期
高
齢
者
（
　
歳
～
　
歳
）

７０

７４

の
増
加

③
国
保
加
入
者
の
高
齢
化

④
生
活
習
慣
病
の
増
加

⑤
医
療
技
術
の
高
度
化

※
①
に
関
し
て
は
、
医
療
機
関
の

か
け
も
ち
を
控
え
同
じ
症
状
で
あ

れ
ば
処
方
薬
を
断
る
な
ど
、
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
医
療
費
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
保
税
の
引
き
上
げ

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続

き
、
今
ま
で
の
税
率
で
課
税
を
続

け
た
場
合
、
財
源
不
足
と
な
り
、

医
療
費
の
支
払
い
が
困
難
と
な
り

ま
す
。
町
で
は
平
成
　
年
度
よ
り

１８

国
保
税
の
税
率
を
表
２
の
よ
う
に

改
正
し
ま
し
た
。

参
考
例

　
２
人
世
帯
で
年
金
収
入
３
７
０

万
円
、
固
定
資
産
税
　
万
円
と
仮

１０

定
し
て
計
算
す
る
と
１
年
間
で
１

万
５
千
円
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
所
得
金
額
や
不
動
産
等
の

資
産
に
よ
り
税
額
は
変
わ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
低
所
得
者
の
か
た
に
つ

い
て
は
国
保
税
の
軽
減
措
置
が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
保
険
年
金

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
1
4
4

国民健康保険税の
　税率が変わります

拒医療費の増加による

　　国保税率の引き上げ拠

健康維持のため適度な運動をしましょう

表１

表２



（６）

ZOOM UP 人

学
生
書
き
初
め
展
覧
会
で
全
国
最
高
賞
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
堀
口
明
子
さ
ん
（
須
賀
）
と
木
村
美
咲
さ
ん
（
田
島
）

　
第
　
回
毎
日
学
生
書
き
初
め
展
覧
会

２１

（
毎
日
新
聞
社
、
毎
日
小
・
中
学
生
新
聞
、

日
本
書
写
能
力
検
定
委
員
会
主
催
、
文
部

科
学
省
後
援
）
で
、
毛
筆
の
部
門
で
堀
口

明
子
さ
ん
（
須
賀
）
と
木
村
美
咲
さ
ん

（
田
島
）の
２
人
が
最
高
賞
の
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
学
生
書
き
初
め
展
覧
会
に
は
、
全

国
の
幼
児
～
高
校
生
の
１
万
６
１
０
０
点

（
毛
筆
の
部
８
７
２
３
点
、
硬
筆
の
部
７

３
７
７
点
）
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
、
見
事
最
高
賞
に
輝
い
た
２
人
に
ズ
ー

ム
ア
ッ
プ
し
ま
す
。 

　
堀
口
さ
ん
は
、
現
在
高
校
３
年
生
で
小

学
１
年
の
時
か
ら
町
内
に
あ
る
書
道
教
室

に
通
い
始
め
最
初
は
硬
筆
か
ら
練
習
し
、

小
学
２
年
の
時
に
は
、
硬
筆
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
（
毎
日
新
聞
社
、
日
本
書
写
検
定

委
員
会
主
催
）
で
準
優
勝
を
受
賞
。
小
学

３
年
で
毛
筆
へ
と
移
行
し
て
練
習
を
重
ね
、

今
ま
で
に
も
全
国
大
会
で
数
々
の
入
賞
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
受
賞
し
た
作
品
は
、
草
書
に
は
じ

め
て
挑
戦
し
、
草
書
で
書
い
た
般
若
心
経

の
写
経
。
こ
の
作
品
は
１
行
書
き
上
げ
る

の
に
　
分
、
８
行
を
書
く
の
に
５
時
間
半

４０

も
掛
か
る
力
作
で
す
。「
無
心
に
、
集
中

力
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
書
き
ま
し
た
。

無
欲
だ
っ
た
の
が
良
か
っ
た
の
か
な
？
」

と
話
す
堀
口
さ
ん
。
「
将
来
は
こ
の
特
技

を
生
か
し
た
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
、
現
在
中
学
１
年
生
。
書

道
を
習
い
始
め
た
の
は
、
５
歳
の
時
か
ら

町
内
の
書
道
教
室
に
通
い
、
硬
筆
か
ら
毛

筆
へ
と
移
行
し
な
が
ら
練
習
を
積
み
重
ね
、

今
回
の
大
会
に
は
５
０
０
枚
以
上
に
も
お

よ
ぶ
練
習
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。

　
作
品
は
「
世
界
平
和
」
丁
寧
に
集
中
し

て
書
き
上
げ
た
最
後
の
作
品
が
め
で
た
く

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
週
６
時
間
あ
ま
り
筆
を
持
ち
、
練
習

に
励
ん
だ
美
咲
さ
ん
「
書
道
を
習
い
始
め

た
と
き
か
ら
、
今
回
の
賞
を
受
賞
す
る
の

が
夢
だ
っ
た
」
と
笑
顔
で
受
賞
の
喜
び
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学生書き初め展覧会で文部科学大臣奨励賞を受賞した木村さん（左）と堀口さん



（７）広報めいわ　平成１８年５月１０日

　　   役場の出来事、話題をお届けします。町政INFORMATION
　
平
成
　
年
４
月
よ
り
新
た
に
ス

１８

タ
ー
ト
し
た
「
こ
ど
も
園
」
で
は

４
月
　
日
、
入
園
式
が
開
か
れ
、

１０

１
１
３
人
の
園
児
た
ち
が
、
保
護

者
と
一
緒
に
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
に
付
き
添
わ
れ
て
式
に

臨
ん
だ
園
児
た
ち
は
、
初
め
て
の

入
園
式
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
顔
。

式
半
ば
で
先
生
か
ら
「
一
緒
に
歌

を
歌
い
ま
し
ょ
う
」
の
呼
び
掛
け

に
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
と
「
手
を

た
た
き
ま
し
ょ
う
」
を
、
全
員
大

き
な
声
で
一
緒
に
歌
い
、
こ
ど
も

園
に
入
園
し
て
の
最
初
の
行
事
に

元
気
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
園
は
、
昨
年
度
よ
り
全

国
　
か
所
で
採
択
さ
れ
た
「
総
合

３６
施
設
モ
デ
ル
事
業
」
を
受
け
、
交

流
事
業
や
講
演
会
等
を
実
施
し
、

県
内
で
も
六
合
村
、
旧
倉
渕
村
に

続
い
て
３
か
所
目
と
な
る
先
進
的

な
総
合
施
設
と
し
て
保
育
園
と
幼

稚
園
を
統
合
し
た
、
　
ク
ラ
ス
、

１４

園
児
数
３
１
２
人
の
大
き
な
施
設

と
な
っ
て
新
た
に
開
園
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
と
幼
稚
園
の
良
い
と
こ

ろ
を
あ
わ
せ
て
、
保
育
園
と
同
様

の
保
育
時
間
・
幼
児
教
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
、
現
在
の

多
様
化
す
る
子
育
て
環
境
に
対
応

し
た
こ
ど
も
園
は
「
保
育
・
教
育

の
両
方
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
が
た
い
」
と
利
用
者
か
ら
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

入園式で元気に歌う園児たち

　町では資源ごみ収集場を、４月から旧役場庁舎

北側に移転し、原則毎週日・月・水・金曜日午前

９時～午後１時まで受け付けを行っています。

　資源ごみをいくつかの袋に分別して持ってきた

利用者は「プラスチックごみをを分別するように

なって、燃えるごみがびっくりするほど少なくな

り助かってます」と実際に資源ごみを分別した成

果を話してくれました。皆さんも「ひと手間かけ

てリサイクル」を実践し、分別して燃えるごみの

減量化をしましょう。

分別収集でごみ減量化
燃えるごみを減らせます

旧役場庁舎北側での回収の様子

幼
保
一
元
化
施
設
「
こ
ど
も
園
」
入
園
式

 新
入
園
児
１
１
３
人
が
新
た
な
仲
間
入
り

会場入りした園児と保護者の皆さん

　第３回広報広聴研究会は４月７日、町の広報広

聴の取り組みを勉強しようと、役場企画課へ視察

に訪れました。

　同研究会は、今年２月に発足し町民に密着した

きめ細やかな広報広聴を反映させる仕組みづく

りや、情報共有の場として活動しています。３回

目の研究会では、町が実施している現状の広報広

聴制度の実情などを視察しました。

広報紙の紙面作りを視察する研究会員

町広報広聴制度を視察
広報広聴研究会

広報広聴研究会では、随時参加者を募集して

います。　　　　　　　　　企画課　内線２２３



　　　　　           　　　 学校、職場、地域の話題を紹介するコーナーです。

（８）

　４月１３日、中学校では新１年生８２人を対象に、

学校周辺の道路を使用して交通安全教室が行われま

した。

　これは自転車通学となった新１年生に、自転車の

正しい乗り方を指導し、登下校時の交通事故から守

るために行われたものです。

　各交差点に館林警察署、明和駐在所、交通指導員

ら１０人の皆さんがそれぞれ待機。生徒たちは安全

確認の方法や、横断歩道を渡る時の方法などの指導

を受け、正しい自転車の乗り方を学習しました。

正しい自転車の乗り方を学習
中学校交通安全教室

　交差点で指導を受ける中学生

　海洋センターでは４月２４日、普通救命・ＡＥＤ

講習会が行われ、明和分署の職員を講師に海洋セン

ター職員１０人が参加し、施設内での不慮の事故に

備えて、心肺蘇生法とＡＥＤ（自動体外式除細動

器）を使った応急処置の方法を学びました。

　心肺蘇生法の手順を分署の職員から説明を受けた

後、受講生らは演習用の人形を使って作業手順を確

認しながら、真剣に取り組んでいました。

　およそ４時間の講習を終えた参加者には、講師よ

り「普通救命講習修了証」が手渡されました。

事故に備え蘇生法をマスター
普通救命・ＡＥＤ講習会

　心臓マッサージを行う職員

役場からサイドカーに乗って出発

　春の全国交通安全運動が４月６日から始まり、館

林地区交通団体連絡協議会は、子どもやお年寄りの

事故防止を呼びかける交通安全パレードを行いました。

　パレードには、ハーレーダビッドソンのオートバ

イ愛好者仲間が特別参加。サイドカー７台に、館林、

板倉、明和各市町の小学校交通少年団員２０人が同

乗し、春風の中を走行しました。

ハーレーから交通安全呼びかけ
交通安全パレード

ハーブについて熱心に勉強をしている受講生

　４月２６日、中央公民館を会場に定期講座「ハー

ブ教室」が開かれました。

　この教室は、ハーブの育て方やいろいろな利用方

法など全１１回で行う予定です。講師の多田孝子さ

ん（上江黒）は、受講生に「心と身体をリラックス

させるハーブの活用方法などを一緒に勉強してい

きましょう」と話していました。

不思議な力を持ったハーブ
定期講座ハーブ教室



TOPICSTOPICS

（９）広報めいわ　平成１８年５月１０日

　４月７日、東・西小学校の入学式が開かれ、東小学

校２８人、西小学校７６人の児童たちが入学しました。

　東小学校では、桜の花の咲く中を真新しいランド

セルを背負い、お父さんお母さんに手を引かれ、期

待に胸をふくらませた児童らが元気に登校し入学式

に出席しました。

　１年生たちは、先生や来賓のかたがたに迎えられ

てちょっぴり緊張した様子でしたが、新入学児童呼

名で担任の先生から名前を呼ばれると「はい」と元

気よく立ち上がって返事をしていました。

　島田校長先生から「これからは学校や家にいると

きも、自分のことは自分でできるようにしましょう。

あいさつと返事がしっかりできるようになりましょ

う。交通事故に遭わないように気をつけましょう」

と３つのお話しがありました。

　恩田町長は「先生の言うことを良く聞いて、返事

やあいさつをきちんとしましょう」とあいさつ。

　１年生たちは、始めのうちは緊張した面持ちで式

に臨んでいましたが、式が終わると緊張も取れて、

そばにいる新しいクラスメイトとうれしそうに話を

し、これから始まる新しい学校生活のスタートに、

夢をふくらませていました。

左　みんなに祝福され、入場

　　する新入生たち

上　はいと返事をする新入生

　パトロールを兼ねて走るタクシー車両

　このほど川俣交通とすみれタクシーでは、町内の

防犯のために、車体に防犯パトロールステッカーを

張り、町内を走りながら防犯活動を行っています。

　この防犯活動は、緊急時の子どもたちの避難先と

してタクシーを提供、不審者の早期発見時には、タ

クシー無線を使って警察や町に情報を素早く発信し、

地域の安全と防犯を確保しようとするものです。

タクシーで地域防犯パトロール
川俣交通・すみれタクシーが防犯に協力

新入生２８人が新たなスタート
東小学校入学式

　宮崎先生の作品を熱心に見る来場者

　宮崎静岳遺墨展（明和書道協会主催）は４月１～

８日間、中央公民館で開催されました。

　遺墨展は、明和書道協会の初代会長を１２年間務め、

亡くなった宮崎静岳（本名・敬次）さんをしのび、過

去２０年間の作品を掛け軸中心に９９点を展示。

　宮崎さんは、町内で書道教室を開いたり、後進の

指導にも熱心にあたるなど人柄がしのばれます。

２０年間の９９作品を展示
宮崎静岳遺墨展



（１０）

No,４

地区　南大島　　星座　しし座　　血液型　Ｏ型

趣味　演劇、テニス　仕事　事務職

柏木　 潤子 
じ ゅ ん こ

さん　（２０歳）

３歳１０か月　男の子
Ｈ１４年５月３１日生まれ

田名網 悠喜 
ゆう き

「とても 元 気 な ゆう

ちゃん捲お友達と仲

良く、そして優しい男

の子になってね」

（パパとママより）

くん

３歳１０か月　男の子
Ｈ１４年５月３１日生まれ

「祝入園捲お友達と元

気に仲良くいっぱい

遊んで、楽しい園生

活を送ってね使」

（パパとママより）

くん金子　 登生 
とう い

柿沼　妃甫さん　（２０歳）
地区　江口　　星座　みずがめ座　　血液型　Ａ型

趣味　映画鑑賞　仕事　学生

好きな映画　　　　　スピード

行ってみたい場所　　エジプト

町への一言　　　　　図書館の開館時間を長くして

　　　　　　　　　　ほしい

好きな食べ物　　　　果物

行ってみたい場所　　ドイツ

町への一言　　　　　住み良いまちづくりを頑張っ

　　　　　　　　　　てください。明和大好き。



（（１１）広報めいわ　平成１８年５月１０日



（１２）



ぶ

げ

ん

い

Photo Snap　笑顔

（１３）広報めいわ　平成１８年５月１０日

明
和
俳
句
会

天
辺
に
夢
あ
り
蔦
の
芽
吹
き
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
夜
詩
夫

赤
子
見
て
一
　
日
が
楽
し
春
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
井
み
ね
子

友
の
会
集
う
競
技
や
花
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
原
　
さ
い

新
緑
の
石
垣
組
み
し
棚
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
原
　
篤

老
い
し
身
の
記
憶
ま
だ
ら
や
桜
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
照
代

あ
の
咳
は
風
邪
に
は
あ
ら
ず
自
己
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
好
生

花
前
線
ひ
と
 繋
 が
り
の
こ
こ
ろ
持
ち

つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
三
重
子

春
の
闇
携
帯
電
話
と
す
れ
ち
が
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
比
地
京
子

籠
る
気
の
写
経
に
閉
め
ぬ
春
障
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
名
子
春
実

花
の
風
受
け
て
登
れ
り
磨
崖
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
富
治

花
吹
風
全
身
に
浴
び
若
や
げ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
ふ
で

小
授
鶏
の
 番
 
「
ち
ょ
っ
と
こ
い
」
し
ば
し
啼
く

つ
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
塚
　
生
代

　従来の地区別懇談会について開催しないということは納得でき

　ません。参加者は、発言をしなくても、町長・担当課長とのやり

とりを聞いて勉強になると思いますので、続けてもらいたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　  （南大島　男性）

　今後、ますます地方分権が進展する中、地域の実情にあったより

　良いまちづくりを進めるためには、住民と行政が一体となって

推進していくことが重要です。

　そこで、町では新規に「町民と語ろう まちづくり」を開催します。従

来の町政地区別懇談会では、行政区別という制約がありましたが、この制

度は、より門戸を広げて１０人以上の集まりであれば、行政区・グループ・

団体等、いずれの形でも申し込んでいただければ開催いたします。

　この「町長と語ろう まちづくり」は、町長等が地域に出向き住民のか

たと町政について意見交換を行い、今後の町づくりに役立てていくもの

です。

　基本的な出席者は、町長および事務局のみを予定していますが、申請者

から個別テーマに沿った話し合いを希望された場合には、担当課長等も

出席する予定です。　　　　　　　　　                      　　　　 （企画課）

ト

（
敬
称
略
）



歯
な

い

よ

健康

福祉

health&welfare

虫

（１４）

　
健
康
な
歯
を
保
つ
た
め
に
は
、

特
に
乳
幼
児
期
の
歯
の
手
入
れ
が

大
切
で
す
。

　
町
の
１
歳
６
か
月
児
と
３
歳
児

が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
虫
歯
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
グ
ラ
フ
で
示

し
ま
し
た
。
平
成
　
年
度
は
、
１

１４

歳
６
か
月
児
で
０
％
、
３
歳
児
で

は
　
・
３
％
が
虫
歯
に
な
っ
て
い

５４
ま
す
。
ま
た
、
過
去
４
年
間
で
比

較
し
た
場
合
は
、
１
歳
６
か
月
児

は
横
ば
い
の
状
況
で
す
が
、
３
歳

児
は
年
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
最
近
の

特
徴
と
し
て
は
、
１
人
で
複
数
の

歯
が
虫
歯
に
な
っ
て
い
る
乳
幼
児

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
、
乳
幼
児
か

ら
食
べ
た
ら
み
が
く
習
慣
が
大
切

で
す
の
で
、
歯
の
健
康
を
保
つ
５

か
条
を
家
族
み
ん
な
で
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

　
町
で
は
虫
歯
を
予
防
す
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
期
の
健
診

○
乳
幼
児
の
健
診
で
は
、
歯
垢
染

め
出
し
や
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
素
塗
布
、
歯
科
健
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
２
歳
６
か
月
児
の
教
室
で
は
、

歯
み
が
き
指
導
や
歯
科
健
診
、

虫
歯
菌
の
検
査
、
お
や
つ
に
つ

い
て
の
お
話
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
こ
ど
も
園
で
は
、
フ
ッ
素
塗
布

や
お
や
つ
に
つ
い
て
の
お
話
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
小
学
校
で
は
、
全
学
年
に
フ
ッ

素
塗
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
４
年
生
、
中
学
校
１

年
生
に
は
、
虫
歯
予
防
に
つ
い

て
の
講
話
や
歯
み
が
き
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

成
人
の
健
診

○
歯
周
疾
患
検
診
で
は
、
問
診
・

口
腔
内
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
は
、
今
年
度
中
に

　
・
　
・
　
・
　
歳
に
な
る
か
た

４０

５０

６０

７０

で
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
基
本
健
診
で
は
、
歯
科
相
談
や

歯
み
が
き
指
導
、
入
れ
歯
の
手

入
れ
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
な
歯
を
保
つ
た
め
に
も
、

大
勢
の
皆
さ
ん
の
受
診
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
期
が
大
切

歯の健康を保つ５か条とは･･･

１．食べたらみがく習慣をつけましょう。

２．みがき残しのないようにしっかりみがきましょう。

３．半年～１年に１回は定期検診を受けましょう。

４．規則正しい食生活を送りましょう。

５．入れ歯を使っているかたは、こまめな手入れ、掃  

      除、調整をしましょう。 食
べ
た
ら
み
が
く
習
慣
を

健
康
な
歯
で
食
生
活
を
楽
し
も
う

皆
さ
ん
、虫
歯
予
防
は
万
全
で
す
か
。厚
生
労
働
省
で
は
、８
０
２
０
運
動（
　
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
　
本
以

８０

２０

上
保
と
う
と
提
唱
し
て
い
る
運
動
）を
通
じ
て
、歯
の
健
康
づ
く
り
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

町
で
も
、虫
歯
予
防
の
た
め
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
各
年
代
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。生
涯
を
通
じ
て
、食
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
、こ
の
機
会
に
自
分
の
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

舟木 晴人 くん
はると

小暮 琉奈 ちゃん
る　な

（斗合田）（大輪）

３
歳
児
健
診
で
虫
歯
の
な
い
子

鈴木 聖人 くん
まさと

関口　 潤 くん
じゅん

（梅原） （矢島）

健
診
を
受
け
よ
う



健康や福祉に関することは…

役場保健福祉課

緯(84) 3113

（１５）広報めいわ　平成１８年５月１０日

休日当番医

～必ず電話してから受診してください～

保健福祉ガイド

《乳幼児健診》

▼日　時　６月８日(木)
　　　　　　午後１時～午後２時受付

▼場　所　保健センター

▼対象者　１６年６月、１７年６・８・１１月、１８年２月生
《健康相談》

▼日　時　６月６日(火)
　　　　　　午前９時３０分～午前１０時３０分受付

▼場　所　保健センター

▼対象者　乳幼児・成人

《無料フッ素塗布・無料歯科相談》
◇日時　６月４日（日）　午前９時～午後１時
◇場所　館林邑楽歯科保健医療センター
◇内容　フッ素塗布、歯科相談、風船・口腔衛生グッズプレゼ
ント、その他
◇費用　無料
　　　　【問】  斎藤歯科クリニック　緯（６２）８６２４

《子育てこころの相談》
◇日時　５月１８日（木）、６月２２日（木）、７月２０日（木）、８月１７
日（木）、９月２１日（木）、１０月１９日（木）、１１月１６日（木）、１２
月２１日（木）、平成１９年１月１１日（木）、２月１５日（木）、３月１６
日（金）　午後１時３０分～午後４時（予約制） 

◇場所　館林保健福祉事務所
　　　　【問】館林保健事務所保健グループ　緯(７２）３２３０

館林邑楽全地区館　林
明　和
千代田

期　日
耳鼻科

小児科
内　科

外科内科

板倉耳鼻
(80)4333

真中医院
(72)1630

慶友整形
(72)6000

松井内科
(75)9880

小西医院
(86)2261

５月２１日
（日）

小倉医院
(72)0606

おぎわら
(61)1133

小曽根整形
(72)7707

落合医院
(72)3160

館林地区と同じ
５月２８日 
（日）

川田耳鼻
(72)3314

竹越医院
(84)3137

土井レディス
(72)8841

まりレディス
(76)7775

竹越医院
(84)3137

 ６月４日  
（日）

川村耳鼻
(72)1337

菅沼医院
(72)9090

澤田皮膚外科
(70)7703

多々良診療所
(72)3060

ミツワ診療所
(70)3030

６月１１日
（日）

今村ｸﾘﾆｯｸ
(70)2221

神尾内科
(75)1288

最上胃腸科
(74)3763

ごが内科
(73)7587

館林地区と同じ
６月１８日
（日）

　◇緊急　館林厚生病院　(７２)３１４０　　
　　　　　（内科・外科）
　◇夜間　夜間急病診療所　(７３)２３１３
　　　　　午後７時～１０時(土・日、祝日
　　　　　　を除く)
　　　　　内科・小児科(要電話確認）

歯　科

館林邑楽歯科保健医療センター

(７３)８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

○内科(小児科の診療もできます）・外科の診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○救急テレホンサービス緯(７３)５６９９：受診可能病院を紹介しています

齋藤 秀真 くん
しゅうま

太刀岡 陽向 くん
ひなた

（大輪） （新里）

相談

お知   
  らせ



中央公民館、社会体育館、海洋センター、ふるさと産業文化館・図書館の情報や話題を紹介するコーナーです。

図書館から今月の新刊案内B kOO
      図 書 館 情 報

●開館時間

　午前９時３０分～午後６時１５分

●ご利用方法

・本や視聴覚資料を借りるときは  

　図書利用カードが必要です。

・この利用カードは他人に貸さな

　いで、大切にしてください。

・この利用カードを無くしたかた、

　拾ったかた、住所や電話番号が

　変わったかたはお知らせくださ

　い。

【問】図書館　緯（８４）５５５５

なかま

６月ごよみ
 土 金 木 水 火 月 日

  3  2  1      

 10  9  8  7  6  5  4

 17 16 15 14 13 12 11

 24 23 22 21 20 19 18

  30 29 28 27 26 25

　　　　　　は休館日

（１６）

明和ＦＣスポーツ少年団の皆さん

代表　落合康秀

「
ガ
ー
ル
」

　きっとみんな焦っているし、人生の半分はブ
ルーだよ。キュートで強い、肝のすわったキャリ
アガールたちのお話。

　
　
　
　
　
　
　
　
著
者
・
奥
田
英
朗

　
　
　
　
　
　
　
著
者
・
長
谷
川
集
平

◇一般書◇児童書
　夢に向かって歩き続けることの大切さを、野球
が大好きな少年と野球を愛し続ける仙吉との交流
をとおして描く。

「
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た

　
　
　
　
  こ
と
の
な
い
君
に
」

明和ＦＣスポーツ少年団

　
本
団
は
、
町
内
小
学
生
の
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
で
　
年
前
に
発
足
し
ま

２５

し
た
。
活
動
は
、
基
本
技
術
の
習
得

に
加
え
、
サ
ッ
カ
ー
を
と
お
し
て
子

ど
も
た
ち
の
体
と
心
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
元
気
な
小
学
生
の
入
団
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【活動】毎月木曜日（午後６時３０
分～午後８時）、土・日曜日（午
前９時～正午）、西小学校校庭や
利根川総合運動場で練習や試合を
しています。

「なかま」は町内で活動しているサー

クル・団体を紹介しています。

～時間外返却について～
★図書館閉館後　　午後６時１５分～午後９時３０分まで

★月末休館日　　　午前８時３０分～午後９時３０分まで

★返却場所　　　　ふるさと産業文化館窓口

※ふるさと産業文化館が休館の場合（通常月曜日）は、返

却ができません。

図書館からお知らせ



Event
Book
News
Information
まなびの掲示板

E tven

（１７）広報めいわ　平成１８年５月１０日

◇男子Ａブロック　優勝　千津井クラブ（明和町）

◇男子Ｂブロック　優勝　ナインピース（大泉町）　

※町から、千津井クラブ、フラップ・ＫＰＫソフトボールク

ラブ・田島ソフトボール愛好会が出場しました。

第４２回群馬県スポーツ少年団大会（郡予選）

明西少年野球惜しくも準優勝

　町スポーツ少年団主催の第４２回群馬県スポーツ少年団

大会邑楽郡予選会は４月１５、１６の両日、利根川総合運動

場、明和中学校で開かれました。

　同郡予選会には、郡内５チームが出場。町からは、明和

西少年野球クラブが出場し、決勝で長柄ドジャース（邑楽

町）に５－６で惜しくもサヨナラ負けの結果でした。

優勝した千津井クラブ

①勝負強い打線で相手

　チームを翻弄

②堅い守りで失点を許

　さない

③伸びのある直球で

　チームを引っ張る

①

②

③

【その他の大会結果】

◇協会長杯　藤島　厚（最小ネット　６９．４）

◇一般男子の部　優勝　藤島　厚　（７９・６９．４）

◇一般女子の部　優勝　奥沢すみ子（１０７・７７．０）

◇シニアの部       優勝　須藤義治　（７３・７１．８）　敬称略

※（　）内は、グロス・ネット数です。　

○第２９回邑楽郡春季ソフトボール大会 ○第９回町民ゴルフ大会

会長杯・一般男子優勝 一般女子優勝 シニア優勝



INFORMATION

●町からのお知らせ
●くらし
●イベント情報

くらしの
     情報

明和町役場　緯（８４）３１１１

保健福祉課　緯（８４）３１１３

教育委員会　緯（８４）３１１５

（１８）

合
は
、
届
け
出
か
ら
２
年
以
内
の

期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の

保
険
料
納
付
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
以
前
の
期
間
は
「
保

険
料
未
納
期
間
」
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
届
け
出
が
遅
れ
る

と
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
し
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
】
太
田
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
７
１
１

（４９）

　
　
　
　

　
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が

小
学
校
６
年
生
（
　
歳
に
な
っ
て

１２

か
ら
最
初
の
３
月
　
日
）
ま
で
に

３１

拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、
９

月
　
日
　
ま
で
申
請
し
た
も
の
に

３０

（土）

限
り
、
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
保
健
福

祉
課
窓
口
（
公
務
員
は
勤
務
先
）

で
次
の
よ
う
に
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
４
年
生
の
児
童
の
保
護
者
】

・
手
続
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん

【
５
～
６
年
生
の
児
童
の
保
護
者
】

・
現
在
、
受
給
し
て
い
る
か
た
は
、

額
改
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

　
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
る
夫
（
ま
た
は
妻
）
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
　
歳
以
上
　
歳
未

２０

６０

満
の
妻
（
ま
た
は
夫
）
は
、
国
民

年
金
に
「
第
３
号
被
保
険
者
」
と

し
て
加
入
し
ま
す
。

　
被
保
険
者
に
な
る
と
、
配
偶
者

の
加
入
す
る
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
が
制
度
全
体
で
保
険
料
を
負
担

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

ど
こ
へ
届
け
る
の
？
　

　
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
、

社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出
を
し

ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
た
ら
ど
う
な
る

の
？
　
特
別
な
理
由
も
な
く
遅
れ
た
場

６
年
生
ま
で
児
童
手
当

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

第
３
号
被
保
険
者
の

届
出
は
お
済
み
で
す
か

・
現
在
、
受
給
し
て
い
な
い
か
た

　
は
、
認
定
請
求
書
、
社
会
保
険

証
の
コ
ピ
ー
（
国
民
年
金
加
入

者
は
不
要
）
、
平
成
　
年
度
の

１７

児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
そ

の
年
の
１
月
１
日
現
在
本
町
に

住
所
が
な
か
っ
た
か
た
の
み
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

【
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
】

・
所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

児
童
手
当
を
新
た
に
受
給
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
は
、
手
続
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
保
健
福
祉
課
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い

※
認
定
書
等
の
用
紙
は
、
保
健
福

祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

　
　
　

　
町
施
設
の
管
理
お
よ
び
運
営
を

民
間
事
業
者
の
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
広
く
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
を

目
的
に
「
指
定
管
理
者
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
管
理
者
と
施
設
名
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
新
管
理
者
」
と
「
施
設
名
」
 

・
有
限
会
社
入
ヶ
谷
福
祉
　
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

・
社
会
福
祉
法
人
明
和
町
社
会
福

祉
協
議
会
　
福
祉
作
業
所
と
社

会
福
祉
会
館

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　

　「
氏
　
名
」　
　
　
　
　「
選
出
区
」　

　
　
見
　
一
治
　
　
　
斗
合
田
 

　
八
田
比
呂
志
　
　
　
下
江
黒

　
江
森
真
里
子
　
　
　
上
江
黒
　

　
田
村
　
貴
史
　
　
　
千
津
井

　
小
此
木
啓
一
　
　
　
江
　
口

　
松
本
　
直
幸
　
　
　
田
　
島

　
森
尻
　
博
　
　
　
　
南
大
島

　
谷
津
　
勝
一
　
　
　
新
　
里

　
荒
添
　
秀
幸
　
　
　
中
　
谷

　
増
田
　
春
美
　
　
　
梅
　
原

　
藤
橋
　
力
　
　
　
　
川
　
俣

　
落
合
　
康
秀
　
　
　
須
　
賀

　
野
本
　
能
大
　
　
　
大
　
輪

　
金
子
　
正
　
　
　
　
入
ケ
谷

　
泉
田
　
憲
一
　
　
　
矢
　
島

　
荒
木
　
博
　
　
　
　
大
佐
貫

　
石
川
　
房
子
　
　
　
競
技
別

　
大
谷
　
憲
康
　
　
　
東
　
小

　
小
山
　
恵
司
　
　
　
西
　
小

　
岡
部
　
義
彦
　
　
　
明
　
中

指
定
管
理
者
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
体
育
指
導
委
員
を

　
　
　
ご
紹
介
し
ま
す



くらしの情報

（１９）広報めいわ　平成１８年５月１０日

　
４
月
１
日
か
ら
入
院
時
の
食
事

の
負
担
が
１
日
単
位
か
ら
１
食
単

位
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た
が

入
院
（
予
定
）
さ
れ
た
場
合
、
保

険
証
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

住
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
　
　
　

　
固
定
資
産
（
住
宅
用
地
・
商
業

地
等
）
の
課
税
方
法
が
変
わ
り
ま

し
た
。

　
固
定
資
産
税
の
税
額
は
、
課
税

標
準
額
×
税
率
（
　
％
）
と
い
う

１．４

算
式
で
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

課
税
標
準
額
は
、
本
来
的
に
は
評

価
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
の
評
価
替
え
で
は
課
税

１８
標
準
額
を
求
め
る
方
法
が
、
次
の

よ
う
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

□
住
宅
用
地

□
商
業
地
な
ど
の
宅
地
（
非
住
宅

用
地
・
雑
種
地
）

【
問
】
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
１
２

　
県
で
は
、
道
路
や
河
川
な
ど
の

美
化
活
動
を
自
発
的
に
行
う
自
治

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を

募
集
し
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
助

成
金
を
交
付
し
て
支
援
す
る
「
道

普
請
型
ぐ
ん
ま
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

を
実
施
し
ま
す
。

入
院
時
の
食
事
の
負
担

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

道
普
請
型
ぐ
ん
ま
ク

リ
ー
ン
作
戦

固
定
資
産
の
課
税
方
法

が
変
わ
り
ま
し
た

入院時の食事にかかる負担額

　
こ
の
事
業
に
賛
同
し
、
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
は
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
申
請
用
紙
配
布
先
　
▼
河
川
や

　
道
路
等
は
「
都
市
建
設
課
」
　
▼

耕
作
放
棄
地
や
用
排
水
路
等
は

「
経
済
課
」
で
配
布

◇
申
請
期
限
　
５
月
　
日
　

３１

（水）

◇
申
請
先
　
申
請
用
紙
に
記
載
し

て
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
郵
送

【
問
】
都
市
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
７
３

【
問
】
経
済
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
３

消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
ま
す

　
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
・
情

報
・
相
談
等
（「
身
に
覚
え
の
な

い
消
費
料
金
未
納
の
最
終
通
告

書
」
等
の
架
空
請
求
や
訪
問
販
売

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
）
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
次
の
消
費
者
苦
情
相
談
員

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬

称

略
）

江
原
道
子
　
　
緯
　
８
８
３
８

（７３）

奥
澤
節
子
　
　
緯
　
２
８
２
５

（８４）

新
井
良
子
　
　
緯
　
２
８
０
０

（８４）

※
群
馬
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
、
役
場
経
済
課
（
内
線
１

５
２
）
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

【
問
】
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

   緯
０
２
７
（
２
２
３
）
３
０
０
１

町
職
員
の
人
事
異
動

　
４
月
　
日
付
で
職
員
の
人
事

３０

異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
　
）は
前
職

◇
退
職
　
福
島
　
明
　（
給
食
セ

　
ン
タ
ー
所
長
）

　
５
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◇
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
渡
辺

　
一
弘
（
中
央
公
民
館
）



（２０）

◇
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
８

２５

（日）

時
　
分
３０

◇
場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

◇
参
加
費
　
無
料

◇
受
付
期
間
　
５
月
　
日
　
～
　

１４

（日）

２８

日
　
（
月
曜
日
を
除
く
）

（日）

◇
申
し
込
み
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

【
問
】
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
５
５
１
１

（８４）

　　
実
践
的
な
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
て
、
海
に
対

す
る
理
解
や
技
能
等
を
習
得
し
て

い
た
だ
こ
う
と
開
か
れ
ま
す
。

◇
期
日
　
８
月
　
日
　
～
　
日
　

１６

（水）

２０

（日）

◇
研
修
先
　
沖
縄
　

◇
対
象
者
　
町
内
の
小
学
校
５
年

生
～
中
学
校
３
年
生
の
男
女
　

◇
募
集
人
数
　
２
人

◇
参
加
費
　
６
５
，
０
０
０
円

（
町
で
半
額
補
助
）　

◇
申
し
込
み
　
５
月
　
日
　
の
午

２３

（火）

後
５
時
ま
で
に
海
洋
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

【
問
】
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
５
５
１
１

（８４）

【
第
８
回
明
和
町
春
季
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
】

◇
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
９

２８

（日）

時
◇
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
者
　
一
般
男
女

◇
参
加
費
　
４
０
０
０
円

◇
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

２１

（日）

◇
申
し
込
み
　
社
会
体
育
館
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
月
・

火
曜
日
を
除
く
）

【
第
９
回
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
】

◇
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
８

１１

（日）

時
　
分
３０

◇
場
所
　
社
会
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

◇
対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費
　
無
料

◇
チ
ー
ム
編
成
　
男
女
混
成
チ
ー

ム
お
よ
び
女
性
チ
ー
ム

◇
申
し
込
み
　
５
月
　
日
　
か
ら

１７

（水）

社
会
体
育
館
の
窓
口
で
受
付
し

ま
す
（
月
・
火
曜
日
を
除
く
）

【
第
８
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
】

◇
日
時
　
７
月
２
日
　
　
午
前
８

（日）

時
　
分
３０

◇
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
５
月
　
日
　
か
ら

１７

（水）

社
会
体
育
館
の
窓
口
で
受
付
し

ま
す
（
月
・
火
曜
日
を
除
く
）

【
問
】
社
会
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
４
６
２
６

（８４）

◇
日
程
　
６
月
　
日
、
７
月
　
日
、

１１

２３

　
８
月
　
日
、
９
月
　
日
、　

月

２０

２４

１０

　
日
、　

月
　
日
の
日
曜
日

２２

１１

１９

（
計
６
回
）

◇
時
間
　
午
前
９
時
（
開
始
時
間

は
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
）

◇
場
所
　
中
央
公
民
館

◇
対
象
者
　
一
般
・
親
子
（
町
内

外
問
い
ま
せ
ん
）

◇
募
集
人
員
　
　
人
（
定
員
に
な

３０

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◇
内
容
　
そ
ば
の
植
え
付
け
か
ら

収
穫
、
そ
ば
打
ち
な
ど

◇
申
込
期
限
　
６
月
６
日
　（土）

【
問
】
め
い
わ
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
０
３
６

（７０）

【
中
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

◇
日
時
　
６
月
６
～
９
日
・
　
～
１３

　
日
・
　
～
　
日
（
計
　
回
）
　

１６

２０

２１

１０

午
後
６
時
　
分
～
午
後
８
時
　

３０

３０

分
◇
場
所
　
館
林
商
工
高
校

◇
内
容
　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
な
ど

◇
費
用
　
１
２
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

【
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
入
れ
方

教
室
】

◇
日
時
　
６
月
７
日
　
　
午
後
６

（水）

時
　
分
～
午
後
８
時
　
分

３０

３０

◇
場
所
　
中
央
公
民
館

◇
内
容
　
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
選
び
方

か
ら
お
い
し
く
入
れ
る
ポ
イ
ン

ト
な
ど

◇
費
用
　
１
５
０
０
円
（
お
み
や

げ
付
）

【
季
節
の
野
菜
か
ら
し
漬
け
教
室
】

◇
日
時
　
６
月
１
日
　
　
午
前
　

（木）

１０

　
時
～
正
午

戸
籍
の
窓

横
塚
 優
羽
 （
健
一
郎
・
真
弓
／
矢
島
）

ゆ
　
う

小
林
 拓
夢
 （
直
樹
・
涼
世
／
南
大
島
）

た

く

む

栗
原
 拓
磨
 （
信
宏
・
忍
／
中
谷
）

た

く

ま

森
尻
　
 匠
 （
博
・
直
美
／
南
大
島
）

た
く
み

辻
　
 陽
菜
 （
仁
・
雅
世
／
中
谷
）

は

る

な

清
水
 咲
希
 （
稔
・
裕
子
／
矢
島
）

さ

き

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

石
川
一
男
　
　
　
　
上
江
黒
　
正
明

８２

奈
良
修
三
　
　
　
　
田
　
島
　
們

８２

柿
沼
　
明
　
　
　
　
新
　
里
　
俊
明

７５

野
口
ひ
さ
子
　
　
　
大
　
輪
　
茂
高

７８

多
田
　
實
　
　
　
　
上
江
黒
　
曉
美

７０

小
林
梅
子
　
　
　
　
梅
　
原
　
久

７２

冨
塚
保
五
郎
　
　
　
田
　
島
　
茂
由

６０

佐
藤
敏
夫
　
　
　
　
下
江
黒
　
祐
司

９８

大
内
喜
一
郎
　
　
　
田
島
  大
塚
ト
キ
エ

９１

第
８
回
水
泳
記
録
会

参
加
者
募
集

海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
参

加
者
募
集

・固定資産税

納期限＝５月３１日(水)

・水道料金

納期限＝５月３１日(水)

今月の納税

各
種
大
会
の
募
集
案
内

自
給
自
足
体
験
教
室

（
そ
ば
づ
く
り
）
募
集

公
民
館
の
各
種
講
座
教

室
の
募
集
案
内

（
敬
称
略
）



くらしの情報

（２１）広報めいわ　平成１８年５月１０日

　
こ
の
教
室
は
、
健
康
づ
く
り
た

め
に
地
区
で
簡
単
な
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

【「
視
察
研
修
・
養
成
講
座
」
開
催
】

◇
視
察
研
修
日
　
６
月
　
日
　

１３

（火）

◇
視
察
場
所
　
藤
岡
市

◇
講
座
日
程
　
７
月
６
日
・
7
月
 

　
日
・
８
月
３
日
・
８
月
７
日

２７の
全
４
回
、
木
曜
日

◇
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
午
後

３０

３
時

◇
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

※
講
座
終
了
後
、
参
加
者
に
認
定

書
を
発
行
し
ま
す
。

◇
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

２６

（金）

◇
申
し
込
み
　
保
健
福
祉
課
窓
口

へ

【「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
開
催
】
　

　
９
月
よ
り
週
１
回
地
区
に
て
開

催
し
ま
す
。
地
域
全
体
で
明
る
く

楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
ま
す
。

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
２
２

【
ピ
ラ
テ
イ
ス（
柔
軟
体
操
教
室
）】

◇
講
師
　
谷
　
朱
美
さ
ん

◇
日
時
　
６
～
７
月
の
毎
週
火
曜

日（
計
８
回
）　
午
前
　
時
　
分

１０

３０

～
午
前
　
時
　
分

１１

３０

◇
場
所
　
社
会
体
育
館

◇
募
集
人
員
　
　
人
２０

◇
対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費
　
１
５
０
０
円
（
保
険

代
）

【
１
人
制
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室
】

◇
日
時
　
６
月
～
８
月
の
毎
週
日

曜
日（
計
　
回
）　
午
前
９
時
～

１０

午
前
　
時
１１

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

◇
募
集
人
員
　
　
人
２０

◇
対
象
者
　
小
学
生
以
上
の
町
内

　
在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費
 　
８
０
０
円（
保
険
代
）

【
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
】
　

◇
講
師
　
奈
良
原
昌
樹
さ
ん
　

◇
日
時
　
６
月
～
８
月
の
毎
週
木

曜
日（
計
　
回
）
　
午
後
７
時
　

１０

３０

分
～
午
後
９
時
　
分
３０

◇
場
所
　
社
会
体
育
館

◇
募
集
人
員
　
　
人
２０

◇
対
象
者
　
高
校
生
以
上
の
町
内

在
住
・
在
勤
者

◇
参
加
費
　
１
５
０
０
円
（
保
険

代
）

【
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
】

◇
期
日
　
６
月
４
日
　（日）

◇
場
所
  前
日
光
（
鹿
沼
市
）
周

辺
◇
募
集
人
員
　
　
人
３０

◇
対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

（
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

◇
参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
バ
ス

代
ほ
か
）

【
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
】
　
　

◇
期
日
　
６
月
～
　
月
（
計
　
回
）

１１

１０

◇
場
所
　
社
会
体
育
館
ほ
か

◇
募
集
人
員
　
　
人
３０

◇
対
象
者
　
　
歳
以
上
の
町
内
在

６０

住
・
在
勤
者

◇
参
加
費
　
８
０
０
円（
保
険
代
）

※
各
教
室
の
申
し
込
み
は
、
５
月

　
日
　
か
ら
社
会
体
育
館
の
窓
口

１７

（水）

で
受
付
い
た
し
ま
す
。

【
問
】
社
会
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
４
６
２
６

（８４）

定
期
相
談

町
の
無
料
法
律
相
談
　

　
◇
日
時
　
６
月
９
日
　
　
午

（金）

前
　
時
～
正
午
　
◇
場
所
　

１０
役
場
委
員
会
室
　
◇
対
象
者

明
和
町
民
　
◇
担
当
　
福
島

弁
護
士
　
◇
受
付
期
間
　
６

月
１
日
～
８
日
ま
で
総
務
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
予

約
制
）

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

　
◇
日
時
　
６
月
　

日
　
　
午

１５

（木）

前
　
時
～
午
後
３
時
　
◇
場

１０
所
　
役
場
会
議
室
　

年
金
相
談
　

　
◇
日
時
　
６
月
　

日
　
　
午

１５

（木）

前
　
時
～
午
後
３
時
　
◇
場

１０
所
　
館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

　
◇
日
時
　
６
月
２
日
・
　
日
　

１６

（金）

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時
　

１０

◇
場
所
　
太
田
市
役
所

４月の救急車　　
　　出動回数
士急病……………１８件
士交通事故……… ３件
士その他………… ９件
士合計……………３０件

「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」

指
導
者
募
集

社
会
体
育
館
の
各
種
教

室
の
募
集
案
内

◇
場
所
　
中
央
公
民
館

◇
内
容
　
き
ゅ
う
り
の
か
ら
し
漬

け
作
り

◇
費
用
　
５
０
０
円
程
度
（
材
料

費
実
費
）

※
各
教
室
と
も
申
し
込
み
は
、
中

央
公
民
館
（
電
話
可
）、
申
込
期
限

は
５
月
　
日
　
～
　
日
　
で
す
。

１６

（火）

２５

（木）

【
問
】
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
４
４
９
１

（８４）

　役場業務２時間延長サービス

　　　　　「愛称」募集

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

　　　　　　素敵な愛称をつけてね！

　　　　　　

　４月から、毎週月曜日に役場庁舎内

全課で午後７時１５分までの２時間、業

務を延長しています。そこで、皆さん

から広く親しみやすい「サービスの愛

称」を募集します。

◇応募資格　町内在住・在勤者

◇応募点数　１人１点

◇応募方法　はがき、ファックス、電子

メールのいずれかに作品名（愛称）・

住所・氏名（ふりがな）、電話番号を

記入のうえ、企画課へ

◇応募期限　５月３１日（水）　消印有効

◇懸賞　最優秀賞１点を選出のうえ採

用するとともに、優秀賞２点を選出

し、入賞者には町の特産品を贈呈

◇発表　入賞者に直接通知するほか、

広報紙で発表

◇応募先　〒３７０－０７９５　明和町新里

２５０－１

　明和町役場企画課広報係　

   胃（８４）３１１４            
　死kikaku@town.meiwa.gunma.jp
【問】企画課　　　　             内線２２２



（２２）

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

編
　
集
　
後
　
記

■発行／群馬県明和町役場　〒３７０崖０７９５　群馬県邑楽郡明和町新里２５０番地１　■編集　企画課広報係
始０２７６(８４)３１１１　姉０２７６(８４)３１１４　■URL　http://www.town.meiwa.gunma.jp　■Eメール　info@town.meiwa.gunma.jp

自然を
たずねて

　
待
望
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も

終
わ
り
、
皆
さ
ん
は
、
ど
こ
の
行
楽

地
へ
出
掛
け
ま
し
た
か
？
そ
ろ
そ
ろ

疲
れ
が
で
る
頃
で
す
。
ま
だ
ま
だ
気

温
の
差
が
大
き
い
季
節
で
す
か
ら
体

調
管
理
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
憶

　
あ
ふ
れ
る
緑
、
い
い
季
節
で
す
ね
。

息
子
（
嫌
が
る
の
を
無
理
矢
理
）
と

街
路
樹
を
散
歩
。
久
し
ぶ
り
に

「
ほ
っ
外
」
と
安
ら
い
だ
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
、
少
し
だ
け
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
卸

　
４
月
か
ら
学
校
や
職
場
で
新
た
な

ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
た
れ
た
か
た
、

ま
た
そ
れ
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
る

家
族
を
思
う
時「
風
」
が
吹
い
て
こ
そ
、

支
え
る
「
竿
」
が
あ
っ
て
こ
そ
泳
ぐ
こ

と
が
で
き
る
こ
い
の
ぼ
り
に
、
相
通

じ
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。
加

春の訪れを感じると、植物たちも他種に負けじと芽生えてくる。櫻の開花も早かったが梨の花も負

けじと咲いていた。果実作りは大変だ。人間さまが口にするだけに難しい。すぐに「旨いとか、甘い

とか」言いだすからたまらない。ある農家の梨園に入れてもらって驚いた。あれ外地面は藁のジュ

ウタンだ。「どうして？」とお尋ねしたら「雑草の抑圧、雨期時のぬかるみ炎天下の地割れ防止に藁

は腐って肥やしになる」との説明だ。なかなか合理的である。老夫婦が背伸びしたり、首を回したり

腰をさすりながら嫁入り前の娘を労るように。花弁に刷毛で授粉の最中であった。やがて、八月の

お盆前後には、まるまると太った梨が皆さんの口に、ぽん外と入ることだろう。待ち遠しいですね。

写真・文　山平　薫

梨の花


